
 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

9月議会の日程

8月24日（火） 本会議

9月1日（水）、2日（木） 本会議（代表質問）

 6日（月）～10日（金） 各常任委員会

 22日 (水 )～28日（火）  本会議（一般質問）

 30日（木） 本会議（採決）

※のもとは、代表質問を行います。 
　市のHPから中継や録画をご覧いただけます。

相模原市の新型コロナ感染症やワクチン接種
への対応、気候変動対策の取組状況について
ご報告します。災害への備えも含め、市の危機
管理力、私たちの備えが問われ
ます。命や暮らしを守る対策に
ついて意見交換しませんか？

参加費
無料

第44回　のもとよしみの議会報告会

 日にち  

8月8日（日）
 相模湖公民館 
10時～12時
 城山公民館
 14時～16時

市の危機管理対応と私たちの安全対策について

2021年度 のもとの仕事
⃝ 颯爽の会　代表
⃝新型コロナウイルス感染症 
　対策本部会議
⃝民生委員会
⃝少子高齢化・人口減少社会に
　関する特別委員会
⃝公共交通整備促進協議会理事
⃝大山丹沢山系鳥獣等問題議連理事

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら

15
年
表
彰
を
受
賞
！

こ
れ
ま
で
お
支
え
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ご
期
待

に
沿
え
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

静
岡
県
熱
海
市
で
7
月
3
日
に
発
生
し
た
土
砂

災
害
は
、
尊
い
命
と
財
産
を
奪
い
ま
し
た
。
被
害
に

遭
っ
た
地
区
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
。
本
市
を
襲

っ
た
令
和
元
年
東
日
本
台
風
と
違
っ
て
激
し
い
雨
は

観
測
さ
れ
ず
、
降
り
続
い
た
雨
が
土
の
中
に
蓄
積
さ

れ
る
「
長
雨
蓄
積
型
」
だ
っ
た
こ
と
が
警
戒
心
を
弱

め
、
盛
土
が
被
害
を
大
き
く
し
ま
し
た
。

今
年
5
月
25
日
、
神
奈
川
県
が
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
を
追
加
指
定
し
、「
急
傾
斜
地
の
崩
壊
」

の
「
特
別
警
戒
区
域
」
は
2
3
0
カ
所
か
ら

6
6
7
カ
所
に
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
さ
が
み

は
ら
防
災
マ
ッ
プ
」
で
確
認
で
き
ま
す
（
※
）。
あ

ら
か
じ
め
危
険
や
避
難
場
所
等
を
確
認
し
て
避
難

行
動
を
考
え
て
お
き
、
気
象
情
報
や
避
難
情
報
に

注
意
し
て
、
早
め
早
め
に
命
を
守
る
行
動
を
と
る
。

そ
れ
が
、
気
候
危
機
時
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
必

要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

気
候
危
機
時
代
の
災
害
に
備
え
を

令和元年東日本台風直後の藤野地区和田

※
改
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
年
度
内
に
配
布
予
定
。

そ
れ
ま
で
は
危
機
管
理
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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2020年度

子育て支援
センター
1093人

心理的
24.4%

性的
0.3%身体的

26.4%

ネグレクト
48.9%

相談

2021.3.31現在

身体的
43人

性的 
1人

心理的
14人 その他

  16人

ネグレクト
151人

225人
施設入所

2020年度

1596人心理的
56.6%

ネグレクト
24.3%

身体的
18.3%

性的
0.8%

児童相談所

相談

虐待の種類別内訳

省エネ

ZEH住宅従
来
の
建
物
で
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減

使うエネルギー分は
エネルギーを創ることで
収支をゼロにする

創エネ
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（世帯数）
生活保護世帯の推移

「
子
ど
も
を
地
域
で
育
む
」
視
点
を

児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
、
通
告
ダ

イ
ヤ
ル
「
1
8
9
（
い
ち
は
や
く
）」
が
で
き

た
こ
と
で
、
親
を
監
視
す
る
風
潮
が
強
ま
り
、

困
難
を
抱
え
た
親
子
ほ
ど
孤
立
し
て
い
く
こ

と
を
懸
念
し
ま
す
。
子
育
て
世
帯
が
様
々
な

課
題
を
抱
え
る
中
、
子
ど
も
の
育
ち
を
保
障

す
る
に
は
、「
子
育
て
は
親
の
責
任
」
で
は
な

く
、「
地
域
社
会
で
育
む
」
と
い
う
視
点
で
親

子
を
見
守
り
、
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
長
に
見
解
を
求
め

た
と
こ
ろ
、「
大
変
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
全
体
で
子
ど
も

を
育
む
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
」
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

多
忙
化
す
る
児
相　

実
態
を
分
析
し
、

専
門
性
が
発
揮
で
き
る
環
境
を

昨
年
度
の
本
市
の
児
童
虐
待
相
談
件
数

は
、
過
去
最
大
の
2
6
8
9
件
。
虐
待
の
種

類
別
の
割
合
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
同
、
子
セ
ン
）
と
児
童
相
談
所
（
以
下
、
児

相
）
で
異
な
り
、
施
設
等
に
入
所
し
た
児
童

の
割
合
と
も
異
な
り
ま
す
（
円
グ
ラ
フ
参
照
）。

理
由
の
一
つ
が
、
緊
急
性
や
必
要
性
に
関
係

な
く
、
警
察
か
ら
児
相
へ
す
べ
て
通
告
さ
れ

る
仕
組
み
。
児
相
が
対
応
す
る
4
割
以
上
が

警
察
か
ら
の
通
告
で
、
多
忙
化
の
要
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。
相
談
・
通
告
の
内
容
を
エ
ビ

デ
ン
ス
（
根
拠
）
に
基
づ
き
分
析
し
、
児
相

の
専
門
性
を
効
果
的
に
発
揮
で
き
る
環
境
を

整
え
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

「
分
析
結
果
に
基
づ
い
て
、
適
正
な
役
割

分
担
の
も
と
効
果
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
は
重
要
。
関
係
各
課
の
連
携
や
専
門

職
の
人
材
配
置
の
あ
り
方
な
ど
も
含
め
、
社

会
的
養
育
推
進
の
た
め
の
体
制
に
つ
い
て
速

や
か
に
検
討
し
て
い
く
」
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
の
取
組
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

親
子
の
在
宅
支
援
に
注
力
を

起
き
た
虐
待
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、

予
防
に
こ
そ
力
を
入
れ
る
べ
き
で
す
。
本
市

の
在
宅
支
援
の
要
は
、
子
セ
ン
で
す
。
日
頃

か
ら
関
係
機
関
や
子
育
て
広
場
、
こ
ど
も
食

堂
等
と
良
好
な
関
係
を
築
き
、
支
援
メ
ニ
ュ

ー
や
地
域
資
源
を
つ
な
げ
て
、「
子
ど
も
版

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
役
割
を
果
た
す
よ

う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
預
か
り

や
送
迎
な
ど
を
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
は
半

額
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
生
活
困
窮

家
庭
は
対
象
外
。
家
庭
の
状
況
を
考
慮
し
た

負
担
軽
減
を
要
請
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
引
き
続
き

働
き
か
け
ま
す
。財

政
難
で
思
考
停
止
⁈

一
時
保
護
所
（
子
ど
も
を
一

時
的
に
保
護
す
る
児
相
の
施
設
）

の
定
員
超
過
日
数
は
年
々
増
加

し
、
昨
年
度
は
2
6
9
日
に
。

国
の
方
針
で
児
童
養
護
施
設
の

小
規
模
化
が
進

み
、
受
け
入
れ

先
は
さ
ら
に
減

る
た
め
、
里
親
等
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
市
は
、
財
政
難
と
新
規
事
業

は
一
時
凍
結
と
い
う
方
針
を
理
由
に
、
民
間

の
フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
機
関
（
里
親
を
増
や
し
、

支
援
等
を
行
う
）
の
設
置
を
見
送
っ
て
い
ま

す
。
保
護
が
必
要
な
子
ど
も
の
生
活
の
場
を

確
保
で
き
ず
、
優
先
順
位
を
つ
け
る
と
い
う

危
機
的
な
状
況
も
考
え
て
の
判
断
か
、
厳
し

く
質
し
ま
し
た
。
新
規
事
業
や
柔
軟
な
発
想

を
排
除
せ
ず
、
必
要
性
や
効
果
を
見
極
め
、

全
庁
的
に
判
断
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

多
様
な
幼
児
教
育
に
も
支
援
を

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
、
多

く
の
世
帯
で
経
済
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し

た
が
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
等
に
通
う
子
ど
も

の
家
庭
は
対
象
外
で
す
。
今
年
度
か
ら
自
治

体
の
裁
量
で
対
象
と
な
る
集
団
活
動
の
基
準

を
定
め
、
保
護
者
に
月
額
2
万
円
を
給
付
す

る
事
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。
本
市
も
今
年

度
か
ら
の
給
付
を
求

め
た
と
こ
ろ
、「
実
施

に
向
け
た
取
組
を
進
め

る
」
と
の
こ
と
で
す
！

6
月
議
会
報
告　

脱
炭
素
社
会
へ
戦
略
的
な
取
組
を

2
0
5
0
年
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、

来
年
度
末
に
『
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
』
を

改
定
す
る
予
定
で
す
。
よ
り
多
く
の
市
民
や

事
業
者
、
す
べ
て
の
職
員
が
主
体
的
に
気
候

変
動
対
策
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
わ
か
り
や

す
い
目
標
と
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
示
す

こ
と
、
進
行
管
理
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ

と
、
新
築
の
際
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

や
Z
E
H
※
、Z
E
B
※
の
検
討
を
義
務
づ
け

る
な
ど
「
賢
い
選
択
」
を
促
す
工
夫
、
多
様

な
主
体
の
協
働
を
促
す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。
ど
れ
も
前
向
き
な

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
に
期
待
し
ま
す
。

金
原
地
区（
緑
区
根
古
屋
）の
ま
ち
づ
く
り　

多
様
な
視
点
を
持
ち
、

効
果
的
な
庁
内
体
制
で

津
久
井
地
区
で
は
、
地
元
酒
造
会
社
と
連

携
し
た
酒
米
づ
く
り
、
津
久
井
在
来
大
豆
や

お
茶
、
地
元
野
菜
を
使
っ
た
商
品
や
食
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

な
ど
の
取
組
が
進
め
ら
れ
、
市
内
に
は
資
源

循
環
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
等
を
行
う

事
業
者
が
存
在
し
ま
す
。
金
原
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
拠
点

と
な
り
得
ま
す
。
地
域
資
源
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
多
様
な
視
点
を
持
つ
必
要
性
に
つ
い
て

の
見
解
と
効
果
的
に
進
め
る
庁
内
体
制
を
尋

ね
ま
し
た
。
立
地
条
件
と
地
域
資
源
を
最
大

限
に
生
か
し
、
地
域
振
興
の
視
点
を
も
つ
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
経
済
部
を
中
心
に
緑
区

役
所
と
連
携
し
、
基
本
構
想
の
策
定
作
業
を

早
期
に
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

い
や
し
の
湯
を
脱
炭
素
社
会
の
象
徴
に

公
共
施
設
へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

ー
の
導
入
は
、
脱
炭
素
社
会
の
取
組
を
市
民

に
P
R
す
る
絶
好
の
場
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

民
間
投
資
の
先
導
役
を
果
た
し
、
林
業
振
興

や
地
域
振
興
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
公
共
施

設
長
寿
命
化
計
画
」
に
お
け
る
い
や
し
の
湯

の
実
施
設
計
は
2
0
2
3
年
度
。
効
果
的
に

導
入
す
る
に
は
、
来
年
の
夏
頃
ま
で
に
課
題

を
整
理
し
、
実
現
の
見
通
し
を
た
て
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
進
行
管
理
を
行
う
部
署
を
明

確
に
し
、
総
合
計
画
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
実

施
計
画
）
へ
位
置
づ
け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

緑
区
役
所
が
担
い
、
実
現
性
が
定
ま
っ
た
時

点
で
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
そ
う
で
す
。

森
の
仕
事
と
お
金
の
好
循
環
を

4
月
か
ら
森
林
政
策
課
が
設
置
さ
れ
、
県

の
専
門
職
の
応
援
も
得
て
い
ま
す
が
、
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
は
、
C
O
2
の
吸
収
量
を

増
や
す
森
林
整
備
や
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
、

津
久
井
産
材
の
さ
ら
な
る
活
用
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
取
組
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

I
C
T
を
活
用
し
た
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
大
型
林
業
機
材
を
購
入
す
る

場
合
の
支
援
を
検
討
中
で
、
調
査
や
関
係
機

関
か
ら
入
手
し
た
デ
ー
タ
等
は
、
様
々
な
場

面
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
や
「
さ

が
み
は
ら
津
久
井
産
材
利
用
拡
大
協
議
会
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
発
信
す
る

な
ど
、
持
続
可
能
な
林
業

の
実
現
に
向
け
た

取
組
を
進
め
る
と

の
こ
と
で
す
。

特
例
貸
付
利
用
後
も
生
活
が
苦
し
い
世

帯
に
対
し
、
国
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
金
額
は
月
に
単
身

6
万
円
、2
人
8
万
円
、3
人
以
上
10
万
円

で
支
給
期
間
は
最
大
3
カ
月
で
す
。
対
象

の
方
に
は
申
請
書
類
が
郵
送
さ
れ
、
申
請

期
間
は
8
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
例
貸
付
に
は
緊
急
小
口
資
金
と
総
合

支
援
資
金
が
あ
り
、両
方
で
最
大
2
0
0
万

円
ま
で
無
利
子
で
借
り
ら
れ
、
住
民
税
が

非
課
税
に
な
れ
ば
返
済
免
除
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
わ
ず
か
で
も
水
準
を
上
回
れ
ば

返
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
貸
付
申
請
を
控
え
た

世
帯
は
、
今
回
の
支
援
金
の
対
象
外
。
し

か
も
、
貸
付
決
定
は
相
談
の
13
％
ほ
ど
に

と
ど
ま
り
ま
す
。
生
活
保
護
世
帯
は
増
え

続
け
て
い
ま
す
。
制
度
の
狭
間
で
苦
し
い

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
世
帯
へ
の
支
援

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

※
Z
E
H
：
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
略

※
Z
E
B
：
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
の
略

困
窮
が
続
く
方
へ
自
立
支
援
金
を
支
給
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のもとよしみ 相模原市議会議員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、
苦
情

や
お
困
り
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
電
話

回
線
の
増
強
、
予
約
の
支
援
、
公
民
館
や

自
治
会
館
等
身
近
な
場
所
で
の
接
種
、
居

宅
、
通
所
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
従
事

者
へ
の
早
期
接
種
、
障
が
い
の
あ
る
方
が

慣
れ
た
場
所
で
接
種
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
様
々
な
働
き
か
け
を
市
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
6
月
補
正
で
は
、
希
望
す
る

高
齢
者
の
接
種
を
7
月
末
ま
で
に
完
了
さ

せ
る
た
め
、
約
９
億
円
を
追
加
計
上
。
集

団
接
種
会
場
の
実
施
日
や
会
場
の
増
加
、

個
別
接
種
の
加
算
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
介
護
及
び
障
害
事
業
所
、
居

宅
・
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
働
く

み
な
さ
ん
の
優
先
接
種
申
出
を
受
付
中
。

ま
た
、
７
月
8
日
〜
７
月
31
日
ま
で
の
間
、

鳥
屋
出
張
所
（
串
川
出
張
所
経
由
）、
旧
青

根
小
（
青
野
原
出
張
所
経
由
）、
藤
野
総
合

事
務
所
（
相
模
湖
総
合
事
務
所
経
由
）
か

ら
津
久
井
中
央
公
民
館
行
き
の
無
料
送
迎

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
中
で
す
。
今
後
も
改

善
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
お
気
づ
き

の
点
や
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

庁舎を改修した本市初のテレワークセンターがオー
プン！

通称「森ラボ」。津久井産材がふんだんに使われた快適
な

空間が完成し、個性豊かな地域とつながるハブとし
て、イ

ノベーションを生み出す拠点となることが期待されま
す。市

内外を問わず利用できます。ワーク拠点、地域の情
報拠

点としてご活用ください。来年4月から本格運用の予定。

ʻSDGs with ARTʼ　魅力的な場に育てるのは、利用者の

みなさんです！

https://morilab-fujino.jp/

住所 相模原市緑区小渕2012　

アクセス 電車：JR中央線藤野駅下車 徒歩３分　

 車：相模湖 ICから約5分

運営時間 8:30～19:00（月～土）

実証実験スタート！

森のイノベーションラボ FUJINO

「若葉台住宅を考える会」

城山地区の若葉台住宅は高齢化率

56.7%（2021.1.1）。ピーク時に3500

人近くだった人口も2100人ほどに減少。

危機感を持った住民有志が会を立ち上

げ、専門家の意見を伺いながら、様々

な取組を行っています。ドローンで撮影

した四季折々の風景や地域行事などの

動画を作成し、魅力を発信。「買い物
が不便」の声に応え、自治会館駐車
場で「朝市」を開催（2018年9月から

毎週水曜日）。今年3月から

は三崎漁港の直販車が月1

回来店、法政大学の学生さ

んのカフェ、パン屋、肉屋等

が出店する日もあり、交流の

場にもなっています。

法政大学との連携は一昨年

から。住民アンケートや社会

実験の実施、交流に加え、5

月27日には新型コロナワクチン接種の

予約代行も。会からの協力の呼びかけ

に応えた学生11名（現地2名、リモート

9名）が、34人の予約を無事に済ませ、

大いに喜ばれたそうです。

多世代が安心して暮らせるまちへ。大

学や市と協働しながら、みなさんの挑

戦は続きます！

津
久
井
産
材
の
公
式
ロ
ゴ
マ
ー
ク
完
成
！

「
さ
が
み
は
ら
津
久
井
産
材
利
用
拡
大
協
議
会
」
で
ロ
ゴ

と
チ
ラ
シ
、
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
。
地
元
ク
リ
エ
ー
タ
ー

な
ど
に
よ
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
仕

上
が
り
に
！
家
づ
く
り
だ
け
で

な
く
、
家
具
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
で
多
く
の

方
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

津
久
井
産
材
コ
ー
ナ
ー
が
設

置
さ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
ニ

コ
ニ
コ
顔
の
「
つ
く
い
の
き
」

に
あ
ち
こ
ち
で
出
合
え
ま
す
よ

う
に
。

若葉台住宅を考える会：代表 
柳井正晴さん（　 my87101＠gmail.com）

超高齢化社会への挑戦！

費用無料
（実証実験中）

みなさんとつくる市民の交流のページです。ここからいろいろなつながりが生まれ、誰もがいきいきと暮らせ
るまちになることを願っています。知ってほしい地域活動、ユニークな人物の紹介、耳寄りな情報、イベント案内、

おすすめの本、市政へのご意見やご質問、のもとよしみへの要望や調査依頼など、どしどしお寄せください！


